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大逆事件 110年にちなんだ企画展を開催 

場所 ：杉村楚人冠記念館 

名称 ：企画展「弱者へのまなざし ―幸徳秋水・堺利彦・杉村楚人冠の交流―」 

期間 ：令和 3年 7月 13日（火）～10月 10日（日） ※月曜（休日の場合次の平日）休館 

料金 ：入館料一般 300円／高校・大学生 200円 

関連企画 ：講演会「大逆事件針文字書簡の発見」 講師 小林康達さん（元我孫子市史編集委員） 

  9月 26日（日）午後 2時～ 生涯学習センターアビスタ ホール 

  参加無料 定員 50人（要予約・先着順） 9月 1日午前 9時予約受付開始 

  予約受付 杉村楚人冠記念館（電話：04-7187-1131） 

 大逆事件で幸徳秋水ら社会主義者 12 名が死刑に処せられたのは明治 44（1911）年 1 月 24 日と

25日、今年はそれから 110年の節目にあたります。現在では幸徳をはじめとして彼らの多くが政府

のフレームアップ（ねつ造）により冤罪で死刑に追い込まれたことが明らかになっています。 

 事件で処刑された唯一の女性管野須賀子は、白紙に針で穴をあけて文字を記した針文字で幸徳の

無実を訴える書簡を、幸徳秋水と友人関係にあった杉村楚人冠に獄中から送っていました。その幸

徳の死後、弾圧下にある社会主義者の暮らしを代筆業で支えるというユニークな試みをした堺利彦

を、楚人冠は友人として支援しました。 

 本展示では、幸徳秋水、堺利彦、杉村楚人冠の交流を示す資料を中心に、杉村楚人冠の幸徳秋水

訪問記事をモデルとした挿話を作中に取り入れた小説「それから」を楚人冠に贈呈した夏目漱石の

書簡、大逆事件判決の日の心情を吐露する石川啄木の書簡などを展示します。針文字書簡、夏目漱

石書簡、石川啄木書簡はそれぞれに展示したことがありますが、これらの資料を同時に見ることが

できる機会は、今回が初めてとなります。 

 貴重な資料を一挙に展示し、社会主義者が弾圧を受けるなかで「弱者へのまなざし」を共有する

彼らはどんな交流をしていたのかを描きます。 

 また、展示の関連企画として針文字書簡の発見者、小林康達さんによる講演会を開催します。発見当時

の様子や、針文字書簡を本物と判断する経緯などお話しいただきます。 

 

【問い合わせ】 

我孫子市生涯学習部文化・スポーツ課 

 杉村楚人冠記念館 担当 髙木 

☎ ０４－７１８７－１１３１（内線61-802） 

令和３年７月２日 

定例記者会見資料 

大逆事件 110年にちなんだ企画展を開催 

Abiko city 
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令和3年 7月 13日（火）～10月 10日（日）

弱者へのまなざし
―幸徳秋水・堺利彦・杉村楚人冠の交流―

我孫子市杉村楚人冠記念館企画展
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杉 村 楚 人 冠 記 念 館 周 辺 案 内 図 入館料 一般 300 円／高校・大学生　200 円　中学生以下無料
　　　　3館共通券　一般 500 円／高校・大学生　400 円
 白樺文学館・鳥の博物館入館可能、有効期間 1か月
　　　　2館共通年間パスポート　2,000 円
 杉村楚人冠記念館・白樺文学館に一年間何度でも入館可
休館日 月曜日（8/9, 9/20 除く）、8月 10 日、9月 21 日
開館時間 午前 9時～午後 4時 30 分（入館午後 4時まで）
交通 JR 常磐線・成田線我孫子駅　南口下車徒歩 9分
 阪東バス緑一丁目またはアビスタ前下車徒歩 5分
 駐車場はありません　公共交通機関をご利用ください
※　車イスでご利用の場合は事前にご連絡ください

我 孫 子 市 杉 村 楚 人 冠 記 念 館
〒270-1153 千 葉 県 我 孫 子 市 緑 2-5-5　電 話 04-7187-1131

　大逆事件で逮捕された管野須賀子

から杉村楚人冠に届けられた、幸徳

秋水の無実を訴える針文字の手紙。

　その死刑判決の日を振り返る石川

啄木の感懐。大逆事件後の「社会主

義冬の時代」を支えた堺利彦と支援

を惜しまなかった杉村楚人冠の友情。

　それぞれに「弱者へのまなざし」

を向けた人びとの交流を描く。

逮捕の約 1か月半前に幸徳秋水が楚人冠に送った絵葉書 楚人冠が東京朝日新聞に掲載したトルストイ「日露戦争論」の翻訳

管野須賀子が楚人冠に送った針文字の書簡（文字が見えるよう加工）

大逆事件判決の日を回想する石川啄木の書簡 楚人冠の推薦で著書を出したことを感謝する堺利彦の葉書


